
Ｐ２～３　新年のご挨拶 
Ｐ４～５　低栄養を予防して健康長寿
　今月の表紙は、正月飾りの熊手を制作したはもち放
課後子ども教室での一コマです。（Ｐ9に関連記事）
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
山
形
県
沖
地
震
を
は
じ
め
、
日
本
列
島
に
相
次

ぎ
上
陸
し
た
台
風
は
各
地
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
、
本
市
に

お
い
て
も
果
樹
等
の
農
作
物
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
近
年
、

毎
年
の
よ
う
に
多
発
す
る
自
然
災
害
へ
の
防
災
・
減
災
対
策

は
よ
り
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
と
い
う
新
た
な
時
代
の
幕
が
上
が
り
ま
し
た

が
、
地
球
規
模
で
進
む
気
候
変
動
を
は
じ
め
、
少
子
高
齢
化
、

そ
し
て
人
口
減
少
と
い
う
「
日
本
社
会
の
縮
小
」
は
今
後
も

さ
ら
に
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
十
年
後
と
な
る
令
和
11
年
度
の

佐
渡
市
の
あ
る
べ
き
姿
を
念
頭
に
置
き
、
第
二
次
佐
渡
市
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
も
お
聴
き
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
世
代
が
し
っ
か
り

共
生
で
き
る
島
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
「
歳

入
の
確
保
」
、「
歳
出
の
削
減
」
、「
行
政
運
営
の
見
直
し
」
の

三
つ
の
改
革
を
進
め
な
が
ら
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
・
子
育

て
・
教
育
・
防
災
減
災
対
策
な
ど
に
重
点
を
お
い
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
佐
渡
を
大
き
く
四
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
て
の
振
興

策
を
進
め
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
の
特
性
や
資
源
を
活

か
し
た
地
域
づ
く
り
に
努
め
る
ほ
か
、
農
林
水
産
業
の
再
生

を
目
指
し
、
担
い
手
確
保
の
た
め
の
支
援
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
六
次
産
業
化
や
第
二
創
業
を
促
進
し
、
地
産
地
消
や

外
貨
獲
得
の
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ
な
ど
、
島
内
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
佐
渡
金
銀
山
の
令
和
４
年
の
世
界
遺
産
登
録
に

向
け
、
今
年
の
国
内
候
補
に
選
定
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
も
引
き
続
き
、
ご

協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
と
な
り
、
い
よ
い
よ
新
し
い
時
代
が
本
格
的
に

始
ま
り
ま
す
。
昨
年
の
天
皇
陛
下
の
ご
即
位
に
伴
う
行
事
を

拝
し
て
日
本
人
と
し
て
あ
ら
た
め
て
心
に
刻
む
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
の
佐
渡
市
を
議
長
の
立
場
で
展
望
し
ま
す
と
、

ま
ず
は
佐
渡
金
銀
山
が
世
界
遺
産
の
国
内
推
薦
を
受
け
ら
れ

る
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
す
。
そ
し
て
こ
の
機
を

逃
さ
ず
、
観
光
を
始
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が
発
展
し
、

佐
渡
経
済
が
明
る
い
も
の
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の

で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
島
外
か
ら
の
佐
渡
汽
船
運
賃
、
特
に

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
の
料
金
の
値
下
げ
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
こ
の
こ
と
は
、
佐
渡
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
全
国

の
多
く
の
離
島
が
抱
え
る
深
刻
な
実
態
で
す
。
例
え
ば
、
一

昨
年
国
内
推
薦
を
受
け
た
長
崎
県
の
「
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺

産
」
に
し
て
も
、
海
上
運
賃
の
関
係
も
あ
り
、
観
光
客
の
入

込
み
は
大
き
く
期
待
に
反
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の

た
め
、
五
島
市
や
対
馬
市
な
ど
全
国
離
島
振
興
市
町
村
議
長

会
は
、
船
の
建
造
、
特
に
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
に
つ
い
て
国

に
対
し
、
交
付
金
制
度
の
創
設
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。
ま

た
、
島
外
か
ら
の
船
運
賃
の
値
下
げ
に
つ
い
て
、
離
島
の
経

済
的
死
活
問
題
と
し
て
、
国
の
支
援
を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
日
本
中
が
盛
り
上
が
る
と
思
い
ま
す
が
、
佐
渡
市
も
７
月

の
佐
渡
金
銀
山
の
世
界
遺
産
国
内
推
薦
を
勝
ち
取
り
、
明
る

い
一
年
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新たな時代を迎えて
佐渡市長　三　浦　基　裕

新年のご挨拶

佐渡を世界遺産に
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佐
渡
市
の
皆
さ
ま
、明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。清
々
し
い
初
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、日
ご
ろ
の
親
愛
な
る
交
流
に
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

両
市
の
交
流
は
、昭
和
61
年
10
月
12
日

に
始
ま
り
、30
年
以
上
に
わ
た
り
教
育
、文

化
、産
業
、防
災
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、

相
互
の
理
解
と
交
流
を
図
り
、真
の
友
好

関
係
に
発
展
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
も
入
間
市
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や

芸
能
団
体
を
派
遣
し
、心
に
残
る
有
意
義

な
交
流
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、本
市
最
大

の
イ
ベ
ン
ト「
入
間
万
燈
ま
つ
り
」で
は
、鬼

太
鼓
、民
謡
の
披
露
を
は
じ
め
物
産
展
な

ど
の
催
し
で
ま
つ
り
に
華
を
添
え
て
く
だ

さ
り
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

姉
妹
都
市
と
し
て
の
活
気
あ
る
友
好
関

係
は
、市
民
間
に
お
け
る
交
流
が
、市
同
士

の
友
好
関
係
を
発
展
さ
せ
て
い
く
も
の
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

貴
市
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
市
民
の

皆
さ
ま
が
ご
健
勝
で
実
り
多
く
、毎
日
の

生
活
が
喜
び
に
溢
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

佐
渡
市
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、希

望
に
満
ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
佐
渡
市
の
皆
さ
ま
か
ら
多
大
な

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
市
最
大
の
イ
ベ
ン
ト「
国
分
寺
ま
つ

り
」で
は
、毎
年
出
展
い
た
だ
い
て
い
る
佐

渡
物
産
展
は
昨
年
も
大
盛
況
で
し
た
。ま

た
、郷
土
芸
能
の
鬼
太
鼓
と
民
謡
を
ご
披

露
い
た
だ
き
、会
場
内
で
佐
渡
市
の
方
々

と
国
分
寺
市
民
が
一
緒
に
踊
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

　

今
年
は
い
よ
い
よ
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。世
界
中
か
ら
東
京
に
注

目
が
集
ま
る
中
、ぜ
ひ
佐
渡
市
の
皆
さ
ま

に
も
東
京
、そ
し
て
国
分
寺
市
の
魅
力
を

再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、両
市
の
絆
を
よ

り
一
層
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い

で
す
。　

　

結
び
に
、両
市
の
関
係
の
さ
ら
な
る
発

展
と
貴
市
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝

を
祈
念
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

離島佐渡の発展を
佐渡市議会議長　猪　股　文　彦

　

姉
妹
都
市
か
ら
新
年
の
ご
挨
拶　

埼玉県入間市長

田 中 龍 夫

東京都国分寺市長

井 澤 邦 夫
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低栄養を予防して健康長寿 !

第2回

元気 いいねかっちゃ弁当100歳

★

　高齢になっても自立した自分らしい生活を送るためには、一定の筋力や体力が必要です。そのためには、た
んぱく質（特に肉や魚）をしっかり取り入れたバランスのよい食事が不可欠です。

最優秀賞

「アレンジ日替りOK 
参重丸弁当」

チームやってみますか！！
左から土岐幸子さん、古藤順子さん、土屋さちみさん

　すべての材料を季節の物に変えられるアレンジのきくレ
シピです。旬の素材を取り入れて食べてみてください。
　お勧め献立は、鶏もも肉のピリ辛から揚げ。コチュジャ
ンの辛味で唾液の分泌を促し、飲み込みやすくします。

献立　�鶏もも肉のピリ辛から揚げ、酢の物、�
卵焼き、煮物

鶏もも肉…………120g
塩こしょう………少々
片栗粉……………大さじ１
さつまいも………60g
ししとうがらし…25g
揚げ油……………適量

【作り方】
①　�さつまいもはくし切りにし、水にさらす。
ししとうがらしに切れ込みを入れておく。
鶏肉は一口大に切り、塩こしょうをふる。

②　�さつまいも、ししとうがらし、鶏肉は水
分をふき取り、片栗粉を薄くまぶす。

③　�180℃の油でさつまいもとししとうがら
し、鶏肉を揚げる。

④　�揚げた鶏肉にⒶを絡める。
⑤　�レタス、ミニトマトを添えて盛り付け、
白ごまをふる。

Ⓐ
 　 しょうゆ………小さじ１強�
 　 砂糖……………大さじ 1/2�
 　 コチュジャン………2g�
 　 おろしにんにく……少々
レタス……………30g
ミニトマト………４個
白ごま……………少々

鶏もも肉のピリ辛から揚げ
【材料（２人分）】

コンテスト最終選考作品（５作品）を
市ホームページでご紹介しています。

健康長寿のオリジナルレシピ

コンテスト作品紹介！！

市報さど　令和2年1月号

最優秀賞からおすすめの１品を紹介！
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優秀賞

「色どりあざやか弁当」

市長賞

「おやっさいとおにくっく」

★おすすめポイント
　高齢者向けにかむ力も大事だと
思い、食感のよいレンコンを使用
したことで、たくさん噛むことが
できるお弁当です。
　香りのよい青しそを使用し、減
塩効果があります！
　野菜をたっぷり使用して色どり
あざやかにしました！

★おすすめポイント
　味の薄さを感じさせ
ないようにカレー粉を
使いました。
　卵焼きにチーズをプ
ラスして手軽にたんぱ
く質をとれます！

グリーンアスパ
ラガスの肉巻き、
にんじんとごぼ

うの肉巻き、チーズ入り
卵焼き、さつまいものレ
モン煮、ブロッコリーの
ごまじょうゆあえなど

参加した高校生は！

れんこんのはさみ焼き、
大豆とこねぎとにんじ
んの卵焼き、ちくわの

青しそ巻き、にんじんしりしり、
ピーマンと塩昆布あえなど

献立

献立

濱野珠奈さん 
（佐渡総合高校）

渡部優和さん
（佐渡総合高校）

低栄養を予防・改善するには

しっかり食べて栄養をとりましょう
・多様な食品をまんべんなく食べる。
・十分なたんぱく質、エネルギーをとる。
・食べるために噛む力、飲み込む力を維持する。

 ポイント① 
１日３食食べましょう
　３食しっかり食べることで、
必要なエネルギーやたんぱく質
をとることができます。
　主食、主菜、副菜を基本とす
ることで多様な食品から必要な
栄養素をバランスよくとること
ができます。

 ポイント② 
1日に食べるたんぱく質の目安

お問い合わせ　高齢福祉課　高齢福祉係　☎６３―３７９０

★ごはんやパンなどの主食も
　　　　　  しっかり食べましょう

肉
豚肉薄切り�
2～3枚(60g)

魚
鮭 1切れ
(60g)

卵
卵 1個

大豆製品
豆腐 1／ 4 丁

(80g)

乳製品
牛乳 200㎖

1 日にこれだけ 
食べましょう

コンテストに出品されたお弁当を	
食料品店などで販売しています。	
詳しくは、お問い合わせください。

市報さど　令和2年1月号5
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　「
ゆ
い
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
佐
渡
地
域
医
療
・
介
護
・
福
祉
提
供

体
制
協
議
会
と
協
同
で
市
独
自
の「
ゆ
い
ノ
ー
ト
」

を
作
成
し
ま
し
た
。「
ゆ
い
ノ
ー
ト
」
は
、
一
人

一
人
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
た
め
に
、
ご
自
身

の
こ
と
を
ご
家
族
な
ど
の
大
切
な
方
と
考
え
て
い

た
だ
く
き
っ
か
け
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
、

ご
自
身
が
安
心
し
、
充
実
し
た
人
生
を
送
っ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
作
成
し
ま
し
た
。

ゆいノートを通してさまざまな人々とつながり豊かな人生を
実現することを支援します

自分のため 大事な人のために

自分の健康管理を通して
これまでの自分の人生を振り返り
これからの希望を見つける

もしものときのために
自分が大事にしていることを
大事な人へ伝える

➡
考える 表現する

むすびつける

ゆわえる

たばねる

つながる

くみたてる

しめくくる

まっとうする

結

„
結ゆ

い

＂
に
込
め
た
ね
が
い

ゆ
い
ノ
ー
ト

　ゆいノートは、自分の人生を振り返りながら、今の自分を見つめ、今後の人生を自分らし
く元気で充実して過ごせるよう、ご自分の人生観や価値観、医療や介護に関する思いを記入
できる 24ページのノートです。ご家族や親しい人と話し合うきっかけとなること、より自分
の意思を尊重した生き方を考えるための手助けとなります。すべての項目を埋める必要はあ
りませんし、何度も書き直すことができます。

市報さど　令和2年1月号



　ゆいノートは、1月 20 日㈪から市役所、各支所・行政サービスセンター、地域包括支
援センターなどで、ご希望される方にお配りします。
　また、市ホームページからダウンロードできますのでご利用ください。

お問い合わせ　高齢福祉課　地域包括ケア推進室　☎６３―３７９０

これからの人生は 
どのように過ごしたい
ですか？
過ごしたい場所は？

健康のために気をつけて
いること・元気の秘訣・
体重は変わりませんか？

お気に入り 
の写真など

ゆいノート

かかりつけ医は？
○○先生
飲んでいるお薬は？

市報さど　令和2年1月号7

もしも…のこと
不慮の事故や病気にお
そわれたとき延命治療
を希望しますか？

もしものときの
連絡先は？

お気に入りの 
映画・本
好きな食べ物
大切な思い出
どんなものが
ありますか？
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みみんなで地域の子どもを守る　ワンワンぱとろーる・お散歩隊  んなで地域の子どもを守る　ワンワンぱとろーる・お散歩隊  11/2711/27

身身近な相談相手　民生委員・児童委員辞令交付式近な相談相手　民生委員・児童委員辞令交付式    12/212/2

災災害が起きた時はどうする？　防災講話  害が起きた時はどうする？　防災講話  12/312/3

　新穂中学校区学校運営協議会では、地域の方の
協力のもと、ウォーキングやペットの散歩をしな
がら地域の子どもたちを安全に見守る活動に取り
組んでいます。
　この取り組みは、目印のオレンジ色の手提げを
持ち、日常の都合のつく時間帯に散歩をしながら
子どもたちの見守り活動を行うものです。
　地域みんなで見守る活動はとても頼もしいです
ね。

　南部地区の老人クラブ研修会に市役所の防災
担当職員がお伺いし、防災講話を行い、実際に
災害が発生した場合にどう避難するか、万が一
に備えてどう行動するか考えていただきました。
　災害はいつ発生するか分かりません。日ごろ
からの備えが重要です。災害から身を守るため
に、まずは、防災マップでご自宅などの地区の
状況を確認してください。

　民生委員・児童委員は住民が抱える悩みや心配
ごとなどの相談にのったり、見守り活動を行って
います。
　全国一斉の委員改選により、新任・再任の方に
三浦市長から辞令が手渡しされました。地域の身
近な相談相手として、皆さまのご活躍を期待して
います。
　また、退任されました皆さま、地域のためにご
尽力いただき、大変ありがとうございました。

市報さど　令和2年1月号



　11月2日に弾崎沖で発生した遊漁船の事故の際に、
人命救助などにご尽力された皆さまに三浦市長から
感謝状が贈呈されました。
　山本　强次　様（鷲崎）
　本間　雅樹　様（鷲崎）
　本田　清美　様（鷲崎）
　内海府漁業協同組合　様（両津夷）
　有限会社藤栄建設　様（鷲崎）
　株式会社本間組佐渡支店　様（両津夷）
　尊い命のために行動されました皆さま、ありがと
うございました。

人人命救助などにご尽力された皆さまに感謝状贈呈命救助などにご尽力された皆さまに感謝状贈呈　　12/1312/13

福福を願い　正月飾り用「熊手」をつくったよを願い　正月飾り用「熊手」をつくったよ　　12/1112/11

チチームワークで挑戦　おおなわとび大会　ームワークで挑戦　おおなわとび大会　12/712/7
　サンテラ佐渡スーパーアリーナで、おおな
わとび大会が行われ、約200人の子どもたち
が参加しました。
　子どもたちは寒さも忘れるほど元気よく飛
び跳ね、大きな掛け声とともに記録目指して
気持ちをそろえて挑戦していました。
　みんなで一つの目標に向かって頑張る姿は、
とても印象的でした。

　はもち放課後子ども教室で、正月飾り用の福
をつかむ熊手作りを行いました。
　子どもたちは、どんな福がいいかそれぞれの
願いを紙に書き、獅子や富士山など縁起物の折
紙などと一緒に熊手にみたてたうちわに飾りつ
けました。自慢の
一品ができたよう
です。

市報さど　令和2年1月号9
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全
佐
渡
百
人
一
首
か
る
た
大
会

１
月
19
日
㈰　

午
前
９
時
～

�

サ
ン
テ
ラ
佐
渡

ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

�

小
学
校
１
～
３
年
生

の
部
、
４
～
６
年

生
の
部
、
中
学
生

の
部
、
高
校
一
般

の
部
の
４
部
門
で
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
１
対
１
の
競
技
か
る
た

１
月
16
日
㈭

※
当
日
の
受
け
付
け
も
可
能
で
す
。

・

佐
渡
百
人
一
首
か
る
た
協
会

　
（
佐
渡
も
も
し
き
会　

担
当　

赤
塚
）

　

☎
０
９
０
―
４
７
４
５
―
８
２
１
１

大
学
と
地
域
が
連
携
し
た 

地
域
づ
く
り
活
動
報
告
会

　

地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
の
賑
わ
い
を

創
出
す
る
た
め
に
、
大
学
と
地
域
が
連
携

し
て
取
り
組
ん
だ
活
動
内
容
を
発
表
し
ま

す
。
皆
さ
ま
の
地
域
づ
く
り
の
参
考
に
お

役
立
て
く
だ
さ
い
。

２
月
２
日
㈰　

午
後
１
時
～
５
時

あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡

参
加
大
学
／
活
動
集
落
な
ど
（
発
表
順
）

①
獨
協
大
学
／
達
者
集
落
・
金
泉
地
区

②�
新
潟
大
学
／
両
津
吉
井
小
学
校
・
河
崎

小
学
校
（
下
久
知
集
落
・
野
崎
集
落
・

城
腰
集
落
ほ
か
）

③
江
戸
川
大
学
／
宿
根
木
集
落

④
新
潟
国
際
情
報
大
学
／
羽
茂
小
泊
集
落

⑤�

東
京
学
芸
大
学
ほ
か
／
両
津
地
区
・
七

浦
地
区

⑥
立
教
大
学
ほ
か
／
宿
根
木
集
落

⑦
新
潟
大
学
／
豊
岡
集
落

⑧
日
本
大
学
／
達
者
集
落

⑨
上
越
教
育
大
学
／
椿
尾
集
落

⑩
相
模
女
子
大
学
／
高
千
地
区

�

午
前
10
時
か
ら
活
動
内
容
の
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
振
興
課　

地
域
振
興
係

　

☎
63
―
４
１
５
２

相
　
　
談

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

　

島
内
各
税
理
士
事
務
所
で
少
額
な
所
得

の
申
告
相
談
と
申
告
書
の
作
成
を
無
料
で

行
い
ま
す
。

２
月
５
日
㈬

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
年
金
を
受
け
て
い
る
方

・�

給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
を
受
け
よ

う
と
さ
れ
る
方

・�

年
の
中
途
で
退
職
ま
た
は
就
職
さ
れ
た

方

�

最
寄
り
の
税
理
士
事
務
所
へ
電
話
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
受
付
時
間
は
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
）

�

内
容
に
よ
っ
て
は
有
料
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
予
約
の
際
に
税
理
士
に
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。

佐
渡
税
理
士
会
事
務
所

　

☎
67
―
７
３
６
１

募
　
　
集

佐
渡
國
し
ま
海
道 

冬
の
日
本
海
に
新
年
の
願
い

を
叫
ぶ
コ
ン
テ
ス
ト
in
願 

出
場
者
募
集

　

新
し
い
年
に
託
す
願
い
を
、
荒
波
く
だ

け
る
厳
冬
の
海
に
向
か
っ
て
叫
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？

　

皆
さ
ん
の
想
い
の
ほ
と
ば
し
り
を
、「
絶

叫
度
」、「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
度
」、「
切
実

度
」、「
佐
渡
度
・
日
本
海
度
」
に
よ
り
審

査
し
、
優
勝
者
に
は
地
元
高
級
海
産
物
を

贈
呈
し
ま
す
。

１
月
25
日
㈯　

午
前
11
時
～

願
集
落
（
福
助
屋
旅
館
前
集
合
）

�

予
約
制
で
無
料
の
送
迎
バ
ス
が
出
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
に
参
加
者

全
員
で
昼
食
会
（
お
弁
当
・
汁
物
付
き

千
円
）
を
開
催
し
ま
す
。

１
月
23
日
㈭

・

建
設
課　

建
設
係

　

☎
63
―
５
１
１
８

催
　
　
し

有
　
料
　
広
　
告

新潟県交通災害共済
見舞金の請求はお済みですか？
　見舞金の請求期間
は、交通災害を受けた
日から起算して「１年
以内」です。
　もう一度ご確認を！
お問い合わせは、佐渡市役所 防災管
財課 防災安全係 ☎６３－３１２５まで
（�〒952‐1292　千種232番地　佐渡市役所内�
新潟県市町村総合事務組合佐渡市事務所）

市報さど　令和2年1月号



佐
渡
高
等
職
業
訓
練
校 

生
徒
募
集

　

技
能
向
上
を
目
指
し
て
い
る
方
、
再
就

職
の
準
備
や
未
就
職
者
等
で
技
能
取
得
を

目
指
し
て
い
る
方
な
ど
が
入
校
で
き
ま
す
。

  

木
造
建
築
科

　

技
能
士
の
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

訓�

練
科
目　
建
築
概
論
、
構
造
力
学
、
建

築
構
造
な
ど

訓
練
期
間　
３
年
間
（
４
月
入
校
）

１
月
29
日
㈬

  

建
築
製
図
科

　

二
級
建
築
士
の
合
格
を
目
指
し
ま
す
。

訓�

練
科
目　
建
築
計
画
、
建
築
施
工
、
建

築
法
規
な
ど

訓
練
期
間　
６
カ
月
（
４
月
入
校
）

２
月
26
日
㈬ 

訓
練
費
用
が
必
要
で
す
。

・

佐
渡
高
等
職
業
訓
練
校

　

☎
57
―
１
２
１
２

第
41
期
佐
渡
林
業
実
践
者

大
学
新
規
受
講
生
募
集

　

佐
渡
の
森
林
資
源
を
活
か
す
森
づ
く
り

の
知
識
や
技
術
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

開
講
期
間　
２
月
中
旬
〜
１
年
間

�

森
づ
く
り
の
実
践
的
な
技
術
を
学
ぶ
講

義
や
実
習
な
ど
、
年
６
回
程
度
の
講
座

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

受�

講
条
件　
佐
渡
林
業
普
及
協
議
会
へ
の

加
入
（
会
費
４
，
２
０
０
円
）
が
必
要

で
す
。
会
員
に
は
、
毎
月
、
雑
誌
「
林

業
に
い
が
た
・
林
業
新
知
識
」
を
送
付

し
ま
す
。

20
人
程
度

２
月
３
日
㈪

・

佐
渡
林
業
実
践
者
大
学
事
務
局

　

（
県
佐
渡
地
域
振
興
局
林
業
振
興
課
）

　

☎
74
―
３
４
５
０

社
会
福
祉
法
人
沢
ね
っ
こ 

沢
根
保
育
園　

保
育
士
募
集

募
集
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数

　

保
育
士
（
経
験
者
優
遇
）　

若
干
名

受�

付
期
間　
３
月
31
日
㈫
ま
で
随
時
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。

�

沢
根
保
育
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
お

申
し
込
み
で
き
ま
す
。

・

沢
根
保
育
園　

☎
52
―
６
６
１
３

令
和
２
年
度
放
課
後 

児
童
ク
ラ
ブ
利
用
児
童
募
集

　

適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
し
、

健
全
な
育
成
と
子
育
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

�

昼
間
就
労
な
ど
に
よ
り
放
課
後
に
保
護

者
が
家
庭
に
い
な
い
小
学
生

募
集
ク
ラ
ブ
・
定
員

　

両　

津　

40
人　
両
津
吉
井　

20
人

　

相　

川　

40
人　

七　

浦　

30
人

　

佐
和
田　

80
人　

金　

井　

80
人

　

新　

穂　

40
人　

真　

野　

40
人

　

小　

木　

20
人　

羽　

茂　

40
人

　

赤　

泊　

20
人

※�

定
員
を
超
え
る
希
望
が
あ
っ
た
場
合
は
、低
学

年
の
利
用
を
優
先
し
、４
年
生
以
上
の
利
用
を

制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

�

子
ど
も
若
者
課
（
本
庁
舎
２
階
）
、
各

支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
備

え
付
け
て
あ
る
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

１
月
31
日
㈮

子
ど
も
若
者
課　

子
育
て
支
援
係

　

☎
63
―
３
１
２
６

広報紙「市報さど」・市ホー
ムページの広告掲載募集

　毎月発行している広報紙「市
報さど」と市ホームページに掲
載する広告を募集しています。

　詳しくは、お問い合わせくだ
さい。

総務課広報戦略室
　広報広聴係　☎６３―５１３９

市報さど　令和2年1月号11



令
和

2
年

2
月

の
行

事
予

定
令
和
2年
1月
10
日
発
行

佐
渡
市
総
務
課
広
報
戦
略
室
　
広
報
広
聴
係
　
☎
02
59
-6
3-
31
11
㈹

○
2

月
の

健
康

相
談

日
時
間：
9:
00
～
12
:0
0、
13
:0
0～
15
:0
0（
い
ず
れ
の
会
場
も
時
間
は
同
じ
で
す
。）

地
区

日
場
所

お
問
い
合
わ
せ

両
津

５
㈬

両
津
支
所

両
津
支
所
福
祉
保
健
係

☎
27
-2
11
4

相
川

５
㈬

相
川
支
所

相
川
支
所
福
祉
保
健
係

☎
74
-0
33
9

佐
和
田

26
㈬

佐
和
田
保
健
セ
ン
タ
ー

市
民
生
活
課

健
康
推
進
室
保
健
係

☎
63
-3
11
5

金
井

14
㈮

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

新
穂

18
㈫

新
穂
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

畑
野

19
㈬

畑
野
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

真
野

13
㈭

真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

小
木

12
㈬

小
木
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

羽
茂
支
所
福
祉
保
健
係

☎
88
-3
11
1

羽
茂

3㈪
羽
茂
支
所

赤
泊

20
㈭

赤
泊
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

○
2

月
の

各
種

相
談

日
行
事
名

日
時

場
所

申
し
込
み

お
問
い
合
わ
せ

心
理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

13
㈭

14
:0
0～
16
:0
0
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

２
月
７
日
㈮
ま
で
に

佐
渡
保
健
所
　
☎
74
-3
40
7

社
会
福
祉
課
　
☎
63

-5
11

3

特
設
人
権
相
談
所

6㈭
9:
00
～
12
:0
0

赤
泊
地
区
公
民
館

不
要

新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局

☎
74
-3
78
7

土
地
家
屋
調
査
士
無
料
相
談

25
㈫
～
28
㈮
13
:0
0～
17
:0
0
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

事
前
に
要
予
約

土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

☎
52
-6
25
2

行
事
名

日
時

場
所

申
し
込
み

お
問
い
合
わ
せ

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

25
㈫
～
28
㈮
13
:0
0～
17
:0
0
各
司
法
書
士
事
務
所

事
前
に
要
予
約

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

☎
23
-3
55
8

新
潟
県
弁
護
士
会
リ
ー
ガ
ル
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
佐
渡
相
談
所

14
㈮

28
㈮

10
:0
0～
12
:3
0
あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡

佐
渡
中
央
会
館

前
日
ま
で
に
要
予
約

新
潟
県
弁
護
士
会

☎
02
5-
22
2-
55
33

○
2

月
の

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
行

事
地
区

日
行
事

内
容
な
ど

り
ょ
う
つ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
両
津
地
区
）

毎
週
月
～
金
曜
日
　
9:
00
～
11
:3
0、
13
:0
0～
15
:3
0

☎
24
-7
07
7

13
㈭

絵
本
よ
み
き
か
せ

17
㈪

誕
生
会

２
月
生
ま
れ
の
お
と
も
だ
ち
を
お
祝
い
し
ま
す
。

21
㈮

絵
本
よ
み
き
か
せ

25
㈫

身
長
体
重
測
定

身
長
・
体
重
を
測
り
ま
す
。

28
㈮

絵
本
よ
み
き
か
せ

た
か
ち
保
育
園
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
相
川
地
区
）

毎
週
月
～
金
曜
日
　
9:
00
～
12
:0
0、
13
:0
0～
15
:0
0　
☎
78
-2
95
9

お
で
か
け
支
援
セ
ン
タ
ー
（
あ
い
か
わ
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日
　
9:
00
～
11
:3
0

10
㈪

身
長
体
重
測
定

身
長
・
体
重
を
測
り
ま
す
。

27
㈭

誕
生
会

２
月
生
ま
れ
の
お
と
も
だ
ち
を
お
祝
い
し
ま
す
。

随
時

絵
本
よ
み
き
か
せ

さ
わ
た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
す
み
れ
」（
佐
和
田
地
区
）

毎
週
月
～
金
曜
日
　
9:
00
～
12
:0
0、
13
:0
0～
15
:0
0　
☎
52
-0
01
1

随
時

絵
本
よ
み
き
か
せ

絵
本
よ
み
き
か
せ
は
人
数
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。

身
長
体
重
測
定

身
長
・
体
重
を
測
り
ま
す
。

か
な
い
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
金
井
地
区
）

毎
週
月
～
金
曜
日
　
9:
00
～
11
:3
0、
13
:0
0～
15
:3
0

（
15
:0
0～
15
:3
0育
児
相
談
）

☎
63
-5
50
5

12
㈬

絵
本
よ
み
き
か
せ

14
㈮

身
長
体
重
測
定

身
長
・
体
重
を
測
り
ま
す
。

19
㈬

絵
本
よ
み
き
か
せ

21
㈮

誕
生
会

２
月
生
ま
れ
の
お
と
も
だ
ち
を
お
祝
い
し
ま
す
。

小
木
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ
」
（
小
木
地
区
）

毎
週
月
～
金
曜
日
　
9:
00
～
13
:0
0（
13
:0
0～
14
:0
0育
児
相
談
）

☎
86
-1
12
1

４
㈫

身
長
体
重
測
定

身
長
・
体
重
を
測
り
ま
す
。

18
㈫

誕
生
会

２
月
生
ま
れ
の
お
と
も
だ
ち
を
お
祝
い
し
ま
す
。

20
㈭

絵
本
よ
み
き
か
せ

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
地
区
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
都
合
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
2

月
の

行
政

相
談

日
地
区

日
時

場
所

両
津

23
㈰

13
:0
0～
16
:0
0

両
津
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ゃ
く
な
げ

相
川

22
㈯

  9
:0
0～
12
:0
0

あ
い
か
わ
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

佐
和
田

20
㈭

  9
:3
0～
12
:0
0

佐
渡
中
央
会
館

金
井

26
㈬

13
:0
0～
15
:0
0

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

新
穂

5
㈬

  9
:0
0～
12
:0
0

新
穂
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

畑
野

４
㈫

13
:3
0～
15
:3
0

畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

真
野

20
㈭

13
:3
0～
15
:3
0

真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

小
木

３
㈪

  9
:0
0～
12
:0
0

小
木
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

羽
茂

12
㈬

10
:0
0～
12
:0
0

羽
茂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

赤
泊

19
㈬

13
:3
0～
16
:3
0

赤
泊
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

※
 行
政
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
本
庁
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
地
域
支
援

係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

12

募
　
　
集

市
民
農
園
利
用
者
募
集

　

野
菜
・
花
な
ど
の
栽
培
を
通
し
て
自
然

に
触
れ
合
い
ま
せ
ん
か
。

�

農
業
者
以
外
の
方
で
、
野
菜
や
花
を
栽

培
し
て
み
た
い
方

利
用
期
間

　

４
月
１
日
～
翌
年
３
月
31
日

※�

城
の
山
ふ
れ
あ
い
農
園
は
、令
和
４
年
３
月
31

日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

２
月
28
日
㈮

�

市
役
所
農
業
政
策
課
（
第
２
庁
舎
）
、

各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
て
あ
る
使
用
申
込
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

�

営
利
を
目
的
と
し
て
作
物
を
栽
培
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

農
業
政
策
課　

農
業
企
画
係

　

☎
63
―
５
１
１
７

募集農園

農園名 所在地 1 区画当たり 募集区画面積 年額利用料
長木地区
お楽しみ農園

長木 957 番地
ほか 40㎡ 3,200 円 ３区画

中原地区
お楽しみ農園

中原 337 番地１
ほか 33.6㎡ 4,200 円 11 区画

真野
ふれあい農園

四日町 367 番地１
ほか 約 54㎡ 1,000 円 ８区画

城の山
ふれあい農園

赤泊 433 番地１
ほか

約 131㎡ 910 円 １区画
約 145㎡ 1,010 円 １区画
約 147㎡ 1,020 円 １区画

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
・
市
長
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

４
月
12
日
執
行
予
定
の
佐
渡
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
・
佐
渡
市
長
選
挙
の
立
候
補

予
定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

２
月
14
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～

ト
キ
の
む
ら
元
気
館

１
陣
営
２
人
以
内
の
参
加
と
な
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

☎
63
―
３
１
１
１
㈹

公営住宅の入居者を募集します
　入居には、所得要件など申込資格要件があります。詳しくはお問い合わせください。 
　市ホームページで募集内容をお知らせしています。

地区 住宅名称（所在階） 募集
戸数

建築
年度 構造区分 間取 月額家賃（円）

両津
大野第1住宅（2階） 2 H9 耐火構造3階建て 3LDK 25,600～50,300

大野第2住宅（1、2、3階） ６ H14 耐火構造3階建て 2LDK 38,000

相川

栄町団地野かんぞう棟（1階） １ H3 耐火構造3階建て 2DK 17,600～34,600

栄町団地野かんぞう棟（2、3階） 2 H3 耐火構造3階建て 3DK 21,500～42,200

栄町団地あやめ棟（2階） 1 H8 耐火構造3階建て 3DK 22,900～45,000

栄町団地あさがお棟（2階） 1 H10 耐火構造3階建て 3DK 23,100～45,500

新穂
瓜生屋第1住宅 1 H9 木造平屋長屋建て 2DK 13,500～26,600

青木第2住宅 1 H5 木造平屋一戸建て 3DK 18,100～35,600

畑野 野高屋住宅 1 H21 木造平屋長屋建て 3K 18,400～36,200

真野 新町団地 3 H12 木造平屋一戸建て 3DK 56,000

 1月31日㈮　午後５時　入居予定　2月下旬
・  �建設課　住宅・都市計画係　☎６３―５１１８�

各支所　産業建設係、各行政サービスセンター　地域支援係

市報さど　令和2年1月号



春
先
除
雪
見
学
会
参
加
者

募
集

　

大
佐
渡
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
で
春
先
除
雪
の

見
学
会
を
行
い
ま
す
。

４
月
４
日
㈯　

午
後
１
時
～
４
時

�

高
校
生
以
下
の
方
で
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
で
す
。

10
組

�

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

３
月
10
日
㈫

�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。

県
佐
渡
地
域
振
興
局
維
持
管
理
課

　

☎
74
―
３
３
９
１

お
知
ら
せ

体
育
館
の
通
年
利
用
を
希
望

す
る
団
体
は
、
年
間
利
用
要

望
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

体
育
館
（
小
中
学
校
な
ど
の
体
育
館
を

含
む
）
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
事
前

に
通
年
利
用
を
希
望
す
る
団
体
を
把
握
し
、

利
用
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
通
年
利
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、
要

望
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
各
地
区
教
育
事
務
所
、
社
会
教
育
課

（
佐
渡
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
）
、

サ
ン
テ
ラ
佐
渡
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
の

い
ず
れ
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

２
月
７
日
㈮　

午
後
５
時

�

要
望
書
は
お
申
し
込
み
先
の
窓
口
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

�

今
年
度
に
通
年
で
利
用
し
て
い
る
団
体

も
要
望
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

希
望
が
重
複
し
た
場
合
は
調
整
し
ま
す
。

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係

　

☎
58
―
７
３
５
６

市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
く 

個
別
施
設
計
画
に
つ
い
て
、ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

人
口
減
少
が
進
み
、
財
源
に
も
限
り
が
あ
る
中
で
市
の
公
共
施
設
を
持
続
的
に
提
供
し
、

安
全
で
快
適
に
利
用
で
き
る
環
境
を
整
備
で
き
る
よ
う
、
個
別
施
設
計
画
や
今
後
の
計
画

の
進
め
方
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
意
見
交
換
会

　

事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
す
べ
て
の
会

場
で
同
じ
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
都
合
の
つ
く
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

各
施
設
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
は
行

い
ま
せ
ん
。
計
画
全
体
の
方
向
性
に
つ
い

て
説
明
し
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
す
。
後
日
、
市
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
（
１
１
２
ｃ
ｈ
）
で
意
見
交
換

会
の
模
様
を
放
送
予
定
で
す
。

郵
送
な
ど
に
よ
る
計
画
の
ご
意
見
募
集

募
集
期
間　
２
月
10
日
㈪
ま
で

閲�

覧
場
所　
市
役
所
本
庁
舎
１
階
、
各
支

所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
各
図

書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提�

出
方
法　
市
役
所
企
画
課
（
本
庁
舎
３

階
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
用

紙
は
、
閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

※�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら

ご
意
見
を
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

�

ご
意
見
の
内
容
は
公
表
し
ま
す
が
、
氏

名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
。
内
容
が
類

似
す
る
ご
意
見
は
、
ま
と
め
て
公
表
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
意
見
へ
の
個
別
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

企
画
課　

行
革
推
進
係

　

☎
63
―
３
８
０
２

２ｍを超える雪壁の中、除雪車が進行していくのは圧巻です

日時 会場
１月 22日㈬
午後７時～ 8時 30分

羽茂農村環境改善
センター

１月 24日㈮
午後７時～ 8時 30分

アミューズメント
佐渡

１月 27日㈪
午後７時～ 8時 30分

あいかわ開発総合
センター

１月 29日㈬
午後７時～ 8時 30分 あいぽーと佐渡

２月１日㈯
午後１時～ 2時 30分

金井コミュニティ
センター

市報さど　令和2年1月号13
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お
知
ら
せ

除
雪
に
関
す
る
お
願
い

　

除
雪
作
業
は
、
お
お
む
ね
積
雪
12
㎝
を

基
準
と
し
て
、
ま
た
、
通
行
に
支
障
を
き

た
す
場
合
に
早
朝
除
雪
を
基
本
と
し
て
実

施
し
ま
す
が
、
一
部
地
域
や
積
雪
の
状
況

に
よ
り
日
中
に
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
効
果
的
な
除
雪
を
実
施
す
る
た
め
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
国
県
道
に
つ

い
て
も
同
様
で
す
。
）

○�

作
業
中
は
危
険
で
す
の
で
、
除
雪
車
に

は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
特
に
、

子
ど
も
た
ち
に
は
注
意
を
呼
び
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

○�

十
分
な
道
路
幅
を
除
雪
す
る
た
め
、
道

路
に
自
動
車
等
を
駐
車
、
放
置
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

○�

農
地
や
空
き
地
を
排
雪
場
と
し
て
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○�

家
の
出
入
口
や
屋
根
の
雪
は
、
道
路
に

捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。　

建
設
課　

道
路
公
園
維
持
係

　

☎
63
―
５
１
１
８

佐
渡
で
就
職
を
希
望
す
る
方
向
け 

合
同
企
業
説
明
会 

佐
渡
ト
キ
め
き
就
職 

ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催

　

佐
渡
の
企
業
を
知
り
た
い
方
、
佐
渡
で

働
き
た
い
方
、
企
業
担
当
者
と
直
接
話
す

チ
ャ
ン
ス
で
す
！

　

ま
た
、
就
職
活
動
を
控
え
た
学
生
等
の

保
護
者
の
方
も
、
お
子
さ
ま
に
お
伝
え
く

だ
さ
い
。
特
に
令
和
３
年
３
月
に
大
学
・

専
門
学
校
等
を
卒
業
（
修
了
）
予
定
の
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

３
月
13
日
㈮　

午
後
1
時
15
分
～

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

市
内
企
業
に
就
職
を
考
え
て
い
る
方

�

参
加
企
業
に
よ
る
１
分
間
Ｐ
Ｒ
、
採
用

担
当
者
か
ら
事
業
内
容
や
求
め
る
人
物

像
等
の
説
明
な
ど

�

参
加
企
業
は
、
市
雇
用
促
進
協
議
会
や

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
渡
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
、
１
月
下
旬
頃
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

市
雇
用
促
進
協
議
会
事
務
局

　

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
渡
）

　

☎
27
―
２
２
４
８

「
市
教
育
大
綱
お
よ
び
市
教
育
振
興

　
基
本
計
画（
改
定
案
）」に
つ
い
て
、 

　
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

市
が
目
指
す
教
育
理
念
や
方
向
性
を
明

ら
か
に
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
教
育
施
策

を
総
合
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の

指
針
と
な
る
、
大
綱
お
よ
び
基
本
計
画
が

本
年
度
で
終
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
改

定
案
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限

　

２
月
５
日
㈬　

午
後
５
時
ま
で

閲�

覧
場
所　
教
育
総
務
課
（
佐
渡
島
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
）
、
市
役
所
総
務

課
（
本
庁
舎
２
階
）
、
各
支
所
・
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
各
図
書
館
・
図

書
室
、
各
地
区
教
育
事
務
所
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

提�

出
方
法　
教
育
総
務
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
提
出
用
紙
は
、
閲
覧
場
所
に

備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら

ご
意
見
を
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

�
ご
意
見
の
内
容
は
公
表
し
ま
す
が
、
氏

名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
。
内
容
が
類

似
す
る
ご
意
見
は
、
ま
と
め
て
公
表
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
意
見
へ
の
個
別
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

教
育
総
務
課　

総
務
係

　

☎
58
―
７
３
５
０

～
農
林
業
を
営
ん
で
い
る
皆
さ
ま
へ
～ 

２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を
２
月

１
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農
林
業
・
農
山

村
の
動
向
を
、
都
道
府
県
、
市
区
町
村
、

さ
ら
に
詳
細
な
地
域
ご
と
に
明
ら
か
に
し

て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
農
林
業
経
営
者
を

後
押
し
す
る
施
策
や
美
し
く
活
力
あ
る
農

山
村
を
創
り
、
次
世
代
に
継
承
す
る
施
策

の
企
画
・
立
案
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

１
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営
ん
で
い
る

皆
さ
ま
の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が
訪
問
し
ま

す
の
で
、
調
査
票
へ
の
農
林
業
の
経
営
状

況
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
し
た
内
容
は
、
統
計
以

外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

地
域
振
興
課　

地
域
振
興
係

　

☎
63
―
３
２
３
２
（
直
通
）

ウイルス性肝炎（Ｂ型・Ｃ型）、 
エイズ、梅毒検査のご案内

２月 13日㈭、27日㈭
　午後１時～２時
佐渡保健所
�前の週の金曜日までに予約
してください。
・ 佐渡保健所

　☎７４―４３００

市報さど　令和2年1月号

平
成
30
年
度
「
佐
渡
を
美
し
く
す
る
会
」
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
紹
介

 

優
良
賞 

　
た
い
せ
つ
な
　
か
ぞ
く
み
た
い
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ど
の
う
み



長
年
の
尽
力
に
栄
誉　

地
域
文
化
功
労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰 

羽
生
令
吉
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た

　

昨
年
11
月
26
日
、
羽
生
令
吉
さ
ん
（
竹

田
）
が
、
地
域
文
化
功
労
者
文
部
科
学
大

臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
芸
術
文

化
の
振
興
や
文
化
財
の
保
護
に
尽
力
す
る

な
ど
、
地
域
の
文
化
振
興
に
功
績
の
あ
っ

た
個
人
や
団
体
に
対
し
て
、
文
化
庁
が
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
本
年
度
は
全
国

で
79
人
・
19
団
体
（
県
内
か
ら
は
3
人
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

羽
生
さ
ん
は
、
合
併
前
の
真
野
町
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
に
引
き
続
き
、
市
文

化
財
保
護
審
議
会
会
長
職
務
代
理
等
を
務

め
ら
れ
た
ほ
か
、
歴
史
・
考
古
学
関
連
書

籍
に
多
く
の
原
稿
を
執
筆
さ
れ
た
こ
と
な

ど
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

世
界
遺
産
推
進
課
文
化
財
室

　

文
化
財
保
護
係　

☎
63
―
３
１
９
５

 

文
化
財
は
地
域
の
宝  

   

文
化
財
の
防
火
訓
練

　

昭
和
24
年
１
月
26
日
は
、
法
隆
寺
金
堂

が
火
災
に
遭
い
、
貴
重
な
壁
画
が
焼
損
し

た
日
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
１
月
26
日
が
「
文
化

財
防
火
デ
ー
」
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
貴

重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
全

国
的
に
防
火
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
文
化
財
の
愛
護
と
防
火
に
つ

い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
、
防
火
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。

１
月
26
日
㈰　

午
前
10
時
～
11
時

相
川
下
京
町
周
辺

�

訓
練
で
は
実
際
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

ま
す
の
で
、
火
災
と
お
間
違
い
に
な
ら

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

世
界
遺
産
推
進
課
文
化
財
室

　

文
化
財
保
護
係　

☎
63
―
３
１
９
５

普
通
救
命
講
習

　

中
央
消
防
署
と
南
佐
渡
消
防
署
で
普
通

救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

小
学
５
年
生
以
上

�

Ⅰ
講
習
（
午
後
４
時
ま
で
の
３
時
間
）

　

�

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
を
講
義
と
実
技
で
学
び
ま
す
。

　

Ⅱ
講
習
（
午
後
５
時
ま
で
の
４
時
間
）

　

�

Ⅰ
講
習
の
内
容
に
、
知
識
の
確
認
と
実

技
の
評
価
が
加
わ
っ
た
コ
ー
ス
で
す
。

１
月
19
日
㈰　

午
後
１
時
～

南
佐
渡
消
防
署

10
人

１
月
17
日
㈮

・

南
佐
渡
消
防
署　

救
急
・
救
助
係

　

☎
88
―
３
１
１
９

２
月
８
日
㈯　

午
後
１
時
～

市
防
災
セ
ン
タ
ー

20
人

2
月
7
日
㈮

・

中
央
消
防
署　

救
急
係

　

☎
51
―
０
１
１
９

受賞した羽生令吉さん（右）

障
が
い
者
施
設
授
産
品
販
売

市
役
所
本
庁
舎
１
階
（
正
面
玄
関
奥
の
階
段
横
）

２
月
７
日
㈮　

正
午
～
午
後
１
時

施
設
名　
愛
ら
ん
ど
畑
野

販
売
予
定
品　
し
あ
わ
せ
豆
富
、
味
つ
き
あ
ぶ
ら
あ
げ
、
お
か
ら
か
り
ん
と
う
な
ど

２
月
21
日
㈮　

正
午
～
午
後
１
時

施
設
名　
あ
ん
ず
の
家

販
売
予
定
品　
マ
ド
レ
ー
ヌ
、
Ｅ
Ｍ
菌
入
り
固
形
石
鹸
、
雑
巾
な
ど

社
会
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係　

☎
63
―
５
１
１
３

昨年の宿根木公会堂における訓練の様子

市報さど　令和2年1月号15
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お
知
ら
せ

確
定
申
告
に
便
利
な
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
を
取
得
し
ま

し
ょ
う

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告
書
を
作
成
し
、

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
だ
け
で

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
佐
渡
税
務
署
で

５
分
程
度
で
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

運
転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き
の
本
人

確
認
書
類
を
お
持
ち
の
上
、
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

�

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
は
暫
定
的
な

対
応
で
す
。
お
早
め
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
を
お
願
い
し
ま
す
。

・

佐
渡
税
務
署　

☎
74
―
３
２
７
６

障
害
者
控
除
を
受
け
る
た
め

の
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
を
交
付
し
ま
す

対
象
と
な
る
方
の
目
安

　

65
歳
以
上
の
方
（
令
和
元
年
12
月
31
日

現
在
）
で
次
に
該
当
す
る
方

・�

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を

お
持
ち
で
な
い
方

・�

介
護
保
険
の
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定

を
受
け
て
い
る
方

�

申
請
さ
れ
る
方
の
印
鑑
を
持
参
の
上
、

市
役
所
高
齢
福
祉
課
（
本
庁
舎
１
階
）

ま
た
は
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

�

認
定
書
の
交
付
に
は
一
週
間
ほ
ど
か
か

り
ま
す
。

高
齢
福
祉
課　

高
齢
福
祉
係

　

☎
63
―
３
７
９
０

令
和
２
年
度（
令
和
元

年
分

）市
・
県
民
税 

申
告
の
ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す

　

２
月
17
日
㈪
か
ら
３
月
16
日
㈪
ま
で
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡
な
ど
を
会
場
に
、

市
・
県
民
税
申
告
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

詳
し
い
ご
案
内
を
２
月
10
日
㈪
の
嘱
託
員

文
書
で
配
布
い
た
し
ま
す
。

　

事
業
所
得
を
申
告
さ
れ
る
方
で
収
支
内

訳
書
が
未
作
成
の
方
、
医
療
費
控
除
を
申

告
さ
れ
る
方
で
医
療
費
控
除
の
明
細
書
が

未
作
成
の
方
は
、
必
ず
作
成
の
上
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

初
め
て
住
宅
取
得
控
除
の
申
告
を
さ
れ

る
方
、
譲
渡
所
得
の
方
、
青
色
申
告
お
よ

び
消
費
税
の
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡
で
の
税
務
署
受
付

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
課　

市
民
税
係

　

☎
63
―
５
１
１
０

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書

を
お
送
り
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
額
証
明
書

（
は
が
き
）
を
１
月
24
日
㈮
に
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
申
告
の
参
考
資
料
と
し
て
く

だ
さ
い
。
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る

分
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

税
務
課　

収
納
係
・
市
民
税
係

　

☎
63
―
５
１
１
０

愛
の
協
力
運
動 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

令
和
元
年
度
愛
の
協
力
運
動
（
新
潟

県
保
護
観
察
協
会
会
員
募
集
）
に
つ
い

て
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
、
1
万
4
︐
4
2
1
世
帯
か
ら
、
総
額

1
6
9
万
7
︐
1
3
7
円
の
会
費
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

会
費
は
、
更
生
保
護
事
業
、
犯
罪
予
防

活
動
事
業
お
よ
び
少
年
非
行
防
止
活
動
事

業
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
く
た
め
、
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

佐
渡
地
区
保
護
司
会

　

☎
57
―
４
５
６
７

防
災
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
！ 

緊
急
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

「
戸
別
受
信
機
」の
設
置
は

お
済
み
で
す
か
？

　

戸
別
受
信
機
１
台
は
無
償
貸
与
で
す
。

お
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

設
置
済
み
の
方
で「
お
知
ら
せ
が
鳴
ら
な
い
！

故
障
か
な
？
」な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、ケ
ー
ブ
ル

線
が
抜
け
て
い
な
い
か
、電
源
は
入
っ
て
い
る
か

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

防
災
管
財
課　

防
災
安
全
係

　

☎
63
―
３
１
２
５

日本赤十字社協力金
ご協力ありがとう 

ございました
　令和元年度日本赤十字社協力
金（活動資金）募集について、
皆さまのご理解とご協力により、
1 万 4,983 世帯から、総額 738
万 3,389 円の協力金が集まりま
した。
　協力金は、災害救護活動や救
護看護師の養成、国際救援など
人間の生命と健康や尊厳を守る
ための幅広い分野での活動に活
用されています。
　今後とも、赤十字事業へのご
支援ご協力をお願いします。

�日本赤十字社新潟県支部佐渡市
地区（社会福祉課地域福祉係）
☎６３―５１１３

市報さど　令和2年1月号



　市税は、市の収入の 10％（約 50 億円）を占めており、市民の皆さんの生活をより豊かで安定したもの
にするための貴重な財源として、福祉や子育て、ごみ処理や救急活動など、市民の皆さんのために使われ
ています。市税はわたしたちの暮らしを支える大切な財源です。

納税表彰式が開催されました
　申告納税制度の普及・発展や租税
教育の推進などに尽力された方々が
表彰されました。
　おめでとうございます。
佐渡税務署長表彰
　佐藤　春雄さん
租税教育推進校等税務署長感謝状
　行谷小学校

中学生・高校生が税について考えています
　税について関心を高め、正しい理解を深めてもらうために税についての作文を募集し、優秀な作文が表
彰されました。受賞作文は、市役所税務課（本庁舎１階）でご紹介しています。

市税はわたしたちの暮らしを支えています

賞 受賞者
新潟県租税教育推進協議会
長賞　佳作

岩﨑　遥さん
（佐渡総合高校３年）

佐渡税務署長賞 粕谷　真由季さん
（佐渡中等教育学校６年）

関東信越国税局管内
納税貯蓄組合連合会長賞

松川　華歩さん
（南佐渡中学校３年）

佐渡税務署長賞

石塚　由菜さん
（金井中学校３年）

井戸畑　小春さん
（金井中学校３年）

新潟県佐渡地域振興局長賞 谷地　萌々夏さん
（金井中学校３年）

佐渡市長賞

舟木　莉音さん
（相川中学校３年）

金子　釉さん
（金井中学校３年）

菊田　夏凜さん
（金井中学校３年）

佐渡市教育長賞

猪股　昇悟さん
（赤泊中学校３年）

渡部　愛華さん
（畑野中学校３年）

三國屋　萌さん
（前浜中学校 2年）

倉内　壮太さん
（真野中学校３年）

賞 受賞者
佐渡税務団体連絡協議会
長賞

中川　律さん
（佐和田中学校３年）

全佐渡納税貯蓄組合連合
会長賞

水野　月さん
（相川中学校３年）

渡辺　智花さん
（相川中学校３年）

中山　結斗さん
（高千中学校３年）

山本　愛紗さん
（新穂中学校２年）

平　真遠さん
（松ヶ崎中学校３年）

畠山　和さん
（南佐渡中学校３年）

佐藤　来咲さん
（両津中学校３年）

全国納税貯蓄組合連合会
感謝状 高千中学校

税務課　市民税係　☎６３―５１１０

について考えよう税 ～納期限までに納付をお願いします～

昨年11月12日に開催された納税表彰式で表彰された皆さん

市報さど　令和2年1月号17
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先
日
、
「
し
ら
ふ

で
生
き
る
」
（
町
田

康
著　

幻
冬
舎
刊
）

を
読
み
ま
し
た
。
30

年
来
の
大
酒
飲
み
で
あ
る
著
者
が
、
い

か
よ
う
に
酒
を
断
ち
、
４
年
間
禁
酒
を

し
た
ら
ど
の
よ
う
な
利
得
が
あ
っ
た
か

を
記
し
た
も
の
で
す
。
メ
リ
ッ
ト
の
一

つ
と
し
て
、
睡
眠
の
質
が
上
が
っ
た
こ

と
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。
飲
酒
は
寝
入

り
を
助
け
る
一
方
、
中
途
覚
醒
さ
せ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
「
お
酒
強
い
ね
。
顔
色
も
変
わ
ら
な

い
ね
」
と
言
わ
れ
、
過
信
し
て
い
る
酒

飲
み
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
処
理
機
能
が

低
下
し
て
く
る
40
歳
を
超
え
て
も
同
じ

か
そ
れ
以
上
の
ペ
ー
ス
で
飲
み
続
け
て

い
る
と
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
障
が
い

を
き
た
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。
四
肢
は

細
り
、
腹
水
が
溜
ま
り
、
肝
硬
変
の
末

路
は
大
変
つ
ら
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
日
が
沈
む
前
か
ら
飲
み
始

め
る
方
、
休
肝
日
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

「
い
つ
で
も
そ
の
気
に
な
れ
ば
や
め
ら

れ
る
」
と
、
愛
煙
家
や
大
酒
家
か
ら
よ

く
聞
き
ま
す
。
１
カ
月
は
誰
で
も
や
め

ら
れ
ま
す
。
だ
が
、
１
年
以
上
と
な
る

と
難
し
い
で
す
。

　
「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
は
適
量
の
飲
酒
に
限
ら
れ
ま

す
。
上
手
に
付
き
合
え
た
な
ら
、
酒
は

生
活
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
友
と
な

り
ま
す
。
適
量
に
個
人
差
は
あ
り
ま

す
が
、
日
本
酒
・
ワ
イ
ン
で
は
１
合

（
１
８
０
㎖
）、
ビ
ー
ル
で
は
５
０
０
㎖

く
ら
い
ま
で
で
す
。
ま
た
高
齢
の
方
は

処
理
能
力
が
落
ち
て
い
る
た
め
、
さ
ら

に
少
な
い
量
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
次
回
は
両
津
病
院
の
霍
間
先
生
で
す
。

市立病院から

こんにちはこんにちは

両
津
病
院
　
診
療
部
長
　
小
林
　
良
太
　
先
生 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
診
療
科
目
／
内
科

お
酒
は
適
量
が
大
切

市報さど　令和2年1月号

広報担当が
収録作業にお伺いし、
お話を聞きました

　音訳とわの会は、視覚障がいを
もった方の支援を行っているボラ
ンティアグループで、「市報さど」
の内容を音声化し、録音して希望
者にお渡ししています。
　原稿どおり読めているか、グラ
フや写真の内容が視覚障がいのあ
る方に伝わるかを確認し、聞いて
くださっている方のことを考えて、
一つ一つ丁寧に内容を読み上げ、
収録していました。音声訳の技術
向上を目指し、研修会も行ってい
るそうです。
　音声訳の作業をする皆さんは、
真剣な表情で作業していました。

　音訳とわの会では、音声訳作業に協力してくださる方を募集
しています。また、視覚障がいを持った方で、音訳されたCD
をご希望の方は、お問い合わせください。
※�音訳されたCDは、専用のCDプレイヤーでないと聞くことができません。

佐渡市社会福祉協議会両津支所　☎２３－５５００

ボランティアグループをご紹介！

音 訳音 訳 と わ の 会

グラフや写真など、
どうすればわかるか
説明が大変だが、
利用者のことを考えて
読んでいます

音訳とわの会　収録作業の様子



　

赤
泊
中
学
校
で
は
、「
心
身
と
も
に
健

全
で
た
く
ま
し
い
生
徒
」の
育
成
を
目

指
し
、諸
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

全
校
絆
集
会
は
年
２
回
行
っ
て
お
り
、

１
学
期
は
、互
い
を
知
り
、よ
り
よ
い
学

校
生
活
を
送
る
た
め
に
、絆
宣
言
文
や

絆
ポ
ス
タ
ー
づ
く
り
に
着
手
し
ま
し
た
。

２
学
期
は
、赤
泊
小
学
校
の
６
年
生
を

招
き
、小
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
活

動
や
発
表
な
ど
を
通
し
て
、い
じ
め
根

絶
宣
言
文
と
絆
ポ
ス
タ
ー
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　

本
年
度
の
生

徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
前
進
！
僕
ら

が
新
時
代
を
切

り
拓
く
」の
文
言

ど
お
り
、生
徒
の

自
治
意
識
の
高

揚
と
醸
成
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
る
る
ぶ
」は「
食
べ
る
・
寝
る
・
学
ぶ
」

の
末
尾
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
す
。小
中

連
携
委
員
会
を
核
と
し
た
地
域
ぐ
る
み

の
活
動
で
、「
学
力
向
上
･
家
庭
学
習
」

「
健
康
増
進
･
体
力
向
上
」「
メ
デ
ィ
ア

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
含
む
生
活
習
慣
」な

ど
、年
間
3
回
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。活

動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、地
域
の
方

に
も
呼
び
か
け
、ま
た
、医
師
･
歯
科
医

師
･
薬
剤
師
･
保
健
師
や
地
域
の
代
表

の
方
々
な
ど
と
意
見
交
換
を
し
、検
証

を
し
て
い
ま
す
。

  

こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、家
庭
に
帰
っ

て
か
ら
の
生
徒
の
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
や
家
庭
学
習
時
間
の
確
保
な
ど
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
家
庭
や
地
域
の

教
育
力
を
得
て
、生
徒
や
職
員
と
と
も

に
手
応
え
を
感
じ
ら
れ
る
教
育
活
動
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

赤
泊
中
学
校

赤
泊
中
学
校

が
ん
ば
っ
て
ま
す

が
ん
ば
っ
て
ま
す

　

相
川
市
街
地
に
あ
る
旧
相
川
税
務
署
か

ら
長
坂
を
登
る
と
、
赤
煉
瓦
塀
が
特
徴
の

旧
相
川
区
裁
判
所
が
見
え
ま
す
。

　

明
治
９
年
に
新
潟
地
方
裁
判
所
第
５
支

所
が
佐
渡
初
の
司
法
官
署
と
し
て
相
川
広

間
町
に
置
か
れ
、
民
事
・
刑
事
の
両
事
務

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
残
る
建

物
は
、
明
治
21
年
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
、

相
川
区
裁
判
所
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

建
物
は
木
造
平
屋
建
て
、
中
庭
の
回
り
を

ロ
の
字
型
の
廊
下
が
囲
み
、
そ
の
廊
下
に

面
し
て
事
務
室
や
裁
判
官
室
、
法
廷
が
並

ん
で
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
建
物
が
市
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
佐
渡
版
画
村
美

術
館
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
相
川
区
裁
判
所
近
く
に
は

時
鐘
楼
が
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
相
川

の
時
を
告
げ
る
仕
組
み
は
、
宝
永
７

（
１
７
１
０
）
年
、
奉
行
所
内
の
太
鼓
が

用
い
ら
れ
ま
し
た
。
正
徳
２（
１
７
１
２
）

年
、
初
め
て
鐘
楼
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
鐘
楼
は
奉
行
所
か
ら
遠
く
、
ま
た
鐘

の
音
も
悪
か
っ
た
た
め
、
そ
の
後
現
在
地

に
移
転
さ
れ
、
鐘
も
新
た
に
鋳
造
さ
れ
ま

し
た
。
鐘
楼
は
万
延
元
（
１
８
６
０
）
年

に
改
築
さ
れ
た
も
の
で
す
。
二
間
四
方
で

周
囲
に
は
袴
は
か
ま
こ
し腰
が
付
け
ら
れ
、
小こ

羽ば

葺
き

の
屋
根
で
あ
っ
た
こ
と
が
古
写
真
か
ら
判

明
し
て
い
ま
す
。
相
川
の
歴
史
を
語
る
重

要
な
建
造
物
と
し
て
平
成
６
年
に
国
史
跡

に
指
定
さ
れ
、
今
も
地
域
の
方
々
に
よ
っ

て
朝
と
夕
に
鐘
が
つ
か
れ
て
い
ま
す
。

　

京
町
通
り
へ
と
続
く
こ
の
道
は
、
相
川

を
代
表
す
る
情
緒
あ
ふ
れ
る
場
所
で
す
。

鉱
山
町
あ
い
か
わ
・
上
町
散
策
①

　
　
　
　
旧
相
川
区
裁
判
所
赤あ

か
れ
ん
が
べ
い

煉
瓦
塀
と
時じ

し
ょ
う
ろ
う

鐘
楼

学
校
教
育
課　

☎
58
―
７
３
５
１

全校絆集会の様子

絆ポスター　「深い絆　海のように広い心」

旧相川区裁判所赤煉瓦塀（左）と時鐘楼（中央）

1�

　
い
じ
め
の
な
い
学
校
づ
く
り
を
推

進
す
る
生
徒
会「
全
校
絆
集
会
」

2�

　
家
庭
・
地
域
と
と
も
に
取
り
組
む

「
る
る
ぶ
週
間（
生
活
見
直
し
週
間
）」

世
界
遺
産
推
進
課　

☎
63
―
５
１
３
６
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ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記　
105

　協力隊に着任して三度目の新年を迎えました。
担当地区の宿根木では、住民の健康づくりや住民
間の交流とふれあいを目的に、田植えが落ち着い
た６月と、農閑期となる11月から３月にサロン
を月に一度開いています。これまでウォーキン
グや料理教室、手芸などを楽しんできましたが、
もっとサロン活動を皆さんに知ってもらい、参加
を促すにはどうしたらいいか、そこで味噌づくり
をしてはどうかと思いつきました。
　私は今年の３月で協力隊の任期を終えます。そ
の後は夫と二人三脚で農業を軸に生活をしていき
たいと思っています。味噌の原料である大豆の栽培も今後のためになると思い、昨年、大豆の多収栽培と
いう少し手間のかかる栽培方法に挑戦しました。結果としては多収とはならなかったのですが、味噌を仕
込むのには十分な大豆がとれ、この大豆を使って50㎏の味噌をサロンで仕込む予定です。麹となるお米も
もちろん地元産。地元で採れたものを使ってみんなで楽しみながら味噌を仕込んで、それを食べて健康づ
くり。「味噌汁は朝の毒消し」ということわざがあります。皆さんもおいしいお味噌を食べていますか？

地域振興課　地域振興係　☎６３―４１５２

小木町・宿根木地域担当　岩瀬　祥子

『サロン活動を活発させたい！』

中
部
地
域
の
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係
者
が
佐
渡
に
来
島
！

　

昨
年
11
月
23
日
・
24
日
の
2
日
間
、
第

７
回
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
が
佐
渡
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
佐
渡

を
含
め
た
10
地
域
の
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係
者

56
人
が
集
い
ま
し
た
。

　

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は
、
比
較
的
集
ま

り
や
す
い
隣
接
し
た
都
道
府
県
の
ジ
オ

パ
ー
ク
地
域
が
年
に
一
度
集
ま
る
会
で
、

各
地
の
情
報
交
換
や
経
験
の
共
有
を
重
ね

る
こ
と
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
に
取
り
組

む
地
域
が
互
い
の
活
動
の
発
展
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

１
日
目
は
、
参
加
地
域
の
活
動
を
紹
介

す
る
事
例
紹
介
と
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
向

け
に
、
ガ
イ
ド
力
向
上
を
目
指
す
研
修
会

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
参
加
者
が
２
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
協
会

が
考
案
し
た
コ
ー
ス
を
巡
り
、
コ
ー
ス
に

対
す
る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
各
地
の
ガ
イ
ド
さ
ん

の
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」
「
２
日
目
に

ふ
る
ま
わ
れ
た
佐
渡
の
お
け
さ
柿
の
味
が

印
象
に
残
っ
た
」
な
ど
と
い
っ
た
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
は
自
分
の
地
域
だ
け

で
な
く
、
ほ
か
の
地
域
と
の
交
流
を
通
じ

て
自
分
た
ち
の
地
域
の
課
題
を
と
ら
え
直

す
こ
と
が
で
き
る
の
も
大
き
な
強
み
の
一

つ
で
す
。

中部ブロック大会に参加した皆さん

ゴミ拾いも兼ねてのウォーキングで、環境美化と健康づくり！

社
会
教
育
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

☎
27
―
２
１
６
２

市報さど　令和2年1月号



生活情報生活情報
　　さど　　さど

佐
渡
を
世
界
遺
産
に
す
る
首
都
圏
の
会
第
５
回
総
会
開
催

　

昨
年
11
月
10
日
、
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
浜
松
町
で
、
首
都
圏
の
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、

１
０
９
人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

坂
田
正
通
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
伊
藤
副
市
長
か
ら
佐
渡
金
銀
山
の
ユ
ネ
ス
コ

へ
の
推
薦
を
求
め
る
署
名
が
49
万
人
以
上
集
ま
っ
た
こ
と
や
佐
渡
市
の
現
状
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
教
育
庁
文
化
行
政
課
の
佐
藤
課
長
か
ら
１
月
26
日
に
東
京
で
開

催
す
る
世
界
遺
産
登
録
推
進
講
演
会
へ
の
協
力
要
請
、
東
京
新
潟
県
人
会
の
細
井
副
会

長
か
ら
、
出
身
地
村
上
と
佐
渡
金
山
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

活
動
報
告
・
収
支
報
告
は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、

ま
た
坂
田
会
長
が
一
身
上
の
都
合
で
退
任
を
表
明
し
、

山
本
顕
男
新
会
長
を
選
出
し
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
国
立
科
学
博
物
館
の
鈴
木
産
業
技

術
史
資
料
情
報
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
「
佐
渡
鉱
山
絵
巻

に
見
る
人
々
の
暮
ら
し
」
と
題
し
て
、
「
現
存
す
る

佐
渡
鉱
山
絵
巻
は
百
点
以
上
。
百
年
以
上
に
渡
り
描

き
続
き
ら
れ
て
お
り
、
技
術
革
新
等
そ
の
変
遷
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
講
演
が
あ
り
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
は
真
剣
な
表
情
で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

（
文
責
：
佐
渡
を
世
界
遺
産
に
す
る
首
都
圏
の
会　

伊
藤　

功
）

編 集 後 記
　今年は何を頑張る？
　昨年も編集後記に同じタ
イトルをあげましたが、もう
新しい年の始まりです。
　今年はオリンピックも開
催されます。その刺激を受
け、今年こそは、スポーツの
年として体を動かして元気
いっぱいの1年にしたいと
思っております。
　皆さまにとってもすて
きな年でありますように。
（T.S）

あいさつする山本新会長

   お問い合わせ　消費生活センター
（平日）午前９時～午後４時　☎５７－８１４３

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
特
殊
詐
欺
や
悪
質
商
法
が
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
便
乗
し
た
詐
欺
な
ど

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
１
年
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

【
悪
質
商
法
の
手
口
】

・
有
利
な
話
ば
か
り
す
る

・
考
え
る
時
間
を
与
え
な
い

・
人
の
弱
み
に
つ
け
込
む

【
対
策
】

・
知
識
の
な
い
儲
け
話
は
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

・�

急
が
さ
れ
る
と
、
冷
静
な
判
断
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
す
ぐ
に
返

事
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

家
族
や
仕
事
、
健
康
な
ど
、
色
々
な
心
配
に
つ
け
こ
み
、
言
葉
巧
み

に
誘
っ
て
く
る
相
手
に
は
、
毅
然
と
し
た
態
度
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

不
安
な
場
合
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

特殊詐欺・悪質商法に注意！特殊詐欺・悪質商法に注意！
消費者ホットライン ☎１

い

８
や

８
や

（嫌
いや

や！泣き寝入り）

消費生活移動相談室
　法律の専門家である弁護士による相
談室を開催します。相談料は無料です
ので、お気軽にお申込みください。
日時　２月 18日㈫
　　　午後１時 30分～４時 30分
会場　佐渡中央会館
定員　４人（先着順）
申込期限　２月７日㈮
お問い合わせ・お申し込み
　消費生活センター
　☎５７―８１４３
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地 区 名  住 所 名  氏 　 　 　 名  保護者 たんじょう

両　津 下久知 岩　本　ウメノ 81 11.  7
　〃 春日 鴻　江　壯　一 92 11.  8
　〃 椿 安　田　絹　枝 87 11.  8
　〃 両津湊 中　川　マツエ 88 11.11
　〃 梅津 大　明　武　雄 80 11.12
　〃 下横山 大木戸　ヨシ子 97 11.13
　〃 両津大川 小　間　郁　夫 60 11.13
　〃 梅津 山　本　慶　子 73 11.14
　〃 住吉 權　代　ト　シ 97 11.17
　〃 両津夷 小　野　正　夫 90 11.18
　〃 立野 原　田　八　榮 98 11.18
　〃 梅津 渡　邉　　　久 96 11.18
　〃 両津湊 今　井　奈美子 85 11.20
　〃 月布施 土　屋　ミツ子 97 11.20
　〃 片野尾 藪　田　　　満 89 11.23
　〃 河崎 宇　治　俊　一 87 11.24
　〃 野浦 山　形　カツイ 95 11.24
　〃 赤玉 山　本　保　孝 86 11.26
　〃 豊岡 坂　野　タ　ミ 93 11.27
　〃 梅津 土　屋　洋　司 85 11.27
　〃 浜田 加　藤　茂　裕 61 11.30
　〃 黒姫 山　本　和　子 85 12.  4
相　川 姫津 石　見　幸　男 83 11.12
　〃 相川四町目浜町 松　井　秀　文 75 11.13
　〃 石花 有　田　省　一 83 11.14
　〃 戸地 川　嶋　　　慧 80 12.  1
　〃 米郷 濵　本　千代力 86 12.  3
佐和田 八幡 渡　邉　喜　信 87 11.  7
　〃 八幡町 稲　邉　嘉　孝 85 11.  8
　〃 沢根 金　子　久　志 78 11.10
　〃 沢根 榎　田　ヒサヱ 92 11.15
　〃 沢根篭町 末　武　トミ子 87 11.15
　〃 八幡町 安　藤　富　夫 70 11.16

佐和田 石田 計　良　周　平 90 11.20
　〃 沢根町 瀧　川　美智夫 92 11.22
　〃 河原田本町 庭　﨑　小　梅 100 11.23
　〃 沢根五十里 山　本　智　茂 90 11.24
　〃 河原田本町 鳥　井　二　一 87 11.27
　〃 真光寺 藤　井　茂　市 86 11.29
金　井 中興 熊　木　久　逸 78 11.  9
　〃 泉 北　見　榮　子 83 11.11
　〃 平清水 清　水　ヨシミ 93 11.18
　〃 貝塚 米　津　カツヱ 87 11.18
　〃 金井新保 大　屋　彦太郎 86 11.19
　〃 金井新保 近　藤　金　藏 80 11.21
　〃 中興 小　林　ミチ子 84 11.27
新　穂 新穂大野 市　橋　　　保 85 11.12
　〃 新穂大野 金　子　恵　久 54 11.17
　〃 新穂長畝 　　池　幾　重 97 11.24
　〃 新穂青木 本　間　シヅヱ 105 11.25
　〃 新穂潟上 佐　山　美　明 86 11.26
　〃 新穂大野 土　屋　幸　枝 88 12.  1
畑　野 小倉 嘉　井　　　晟 92 11.13
　〃 三宮 中　川　ツ　子 97 11.13
真　野 長石 　　我　洋　子 59 11.26
小　木 小木町 村　川　輝　雄 89 11.20
羽　茂 羽茂大橋 岡　﨑　孝　一 73 11.17
　〃 羽茂滝平 駒　形　キヨヱ 91 11.20
　〃 羽茂小泊 岡　﨑　香代子 82 11.26
　〃 羽茂大橋 鈴　木　タヅヱ 91 11.26
　〃 羽茂上山田 金　子　武　男 93 11.27
　〃 羽茂本郷 帶　刀　文　雄 90 11.28
　〃 羽茂三瀬 川　内　ウ　メ 98 12.  1
赤　泊 莚場 椿　　　淳一郎 79 11.13
　〃 南新保 田　部　テ　ツ 95 11.29
　〃 下川茂 中　川　一　道 88 12.  3

佐和田 石田 計　良　周　平 90 11.20
　〃 沢根町 瀧　川　美智夫 92 11.22
　〃 河原田本町 庭　﨑　小　梅 100 11.23
　〃 沢根五十里 山　本　智　茂 90 11.24
　〃 河原田本町 鳥　井　二　一 87 11.27
　〃 真光寺 藤　井　茂　市 86 11.29
金　井 中興 熊　木　久　逸 78 11.  9
　〃 泉 北　見　榮　子 83 11.11
　〃 平清水 清　水　ヨシミ 93 11.18
　〃 貝塚 米　津　カツヱ 87 11.18
　〃 金井新保 大　屋　彦太郎 86 11.19
　〃 金井新保 近　藤　金　藏 80 11.21
　〃 中興 小　林　ミチ子 84 11.27
新　穂 新穂大野 市　橋　　　保 85 11.12
　〃 新穂大野 金　子　恵　久 54 11.17
　〃 新穂長畝 　　池　幾　重 97 11.24
　〃 新穂青木 本　間　シヅヱ 105 11.25
　〃 新穂潟上 佐　山　美　明 86 11.26
　〃 新穂大野 土　屋　幸　枝 88 12.  1
畑　野 小倉 嘉　井　　　晟 92 11.13
　〃 三宮 中　川　ツ　子 97 11.13
真　野 長石 　　我　洋　子 59 11.26
小　木 小木町 村　川　輝　雄 89 11.20
羽　茂 羽茂大橋 岡　﨑　孝　一 73 11.17
　〃 羽茂滝平 駒　形　キヨヱ 91 11.20
　〃 羽茂小泊 岡　﨑　香代子 82 11.26
　〃 羽茂大橋 鈴　木　タヅヱ 91 11.26
　〃 羽茂上山田 金　子　武　男 93 11.27
　〃 羽茂本郷 帶　刀　文　雄 90 11.28
　〃 羽茂三瀬 川　内　ウ　メ 98 12.  1
赤　泊 莚場 椿　　　淳一郎 79 11.13
　〃 南新保 田　部　テ　ツ 95 11.29
　〃 下川茂 中　川　一　道 88 12.  3

地 区 名  住 所 名  氏　　　　名  年 　 齢 ご 命 日

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

両　津 椎泊 宇佐美　奏　多 卓也 11.10
　〃 両津湊 長　坂　　　澪 義人 11.14
　〃 羽吉 三　好　宇　絃 翔 11.14
相　川 北狄 小　杉　光　毅 静 11.16
佐和田 河原田本町 古　藤　大　信 信哉 11.  5
　〃 長木 石　見　結莉愛 直仁 11.10
　〃 沢根篭町 山　下　紋　佳 大地 11.10

佐和田 市野沢 駒　形　壮　真 和成 11.20
金　井 三瀬川 笹　本　惟　月 芳和 10.31
　〃 千種 佐　藤　海　禾 泰 11.13
真　野 四日町 曽　我　　　怜 聡 10.28
　〃 背合 松　本　　　禅 健一 11.19
小　木 小木町 大久保　和　央 省三 11.19
　〃 小木町 笠　木　心　遥 佑輔 11.26
赤　泊 赤泊 信　田　治　澄 友哉 11.14

（かなた）

（れい）

（ういと）

（みつき）

（ひろのぶ）

（ゆりあ）

（あやか）

（そうま）

（いつき）

（みか）

（れい）

（ぜん）

（なお）

（こはる）

（はると）

中央図書館　☎63-2800

図書館だより
　

　各図書館・図書室では、乳幼児などを対象に、おは
なし会イベントを開催しています。親子やきょうだいで
楽しむことができるおはなし会に、ぜひご参加ください。

小さい子ども向けおはなし会

■蔵書点検のため休館します
　蔵書点検期間中は休館します。図書の返却は返却ポストか、他の図書館・図書室にお願いします。
両津図書館　１月21日㈫～24日㈮　　中央図書館　１月28日㈫～２月７日㈮

小木図書館「おはなしのじかん」
日時：１月 23日㈭　午後４時～
中央図書館「はじめまして！おはなしかい」
日時：１月 28日㈫　午前 10時 30分～
さわた図書館「親子で絵本」
日時：２月８日㈯　午前 10時 30分～

真野図書館「本格おりがみ体験」
日時：1月25日㈯　午前9時30分～
新穂図書室「新穂トキめきシネマ」
日時：1月25日㈯　午後2時～
※未就学児を対象にした16ミリフィルム上映会で
す。アニメ「こぎつねコンとこだぬきポン」、「幽霊
屋敷」を上映します。
※イベント情報は、市立図書館ホーム
ページをご覧ください。

イ ベ ン ト 情 報

22

（単位：人・世帯）
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戸籍の窓 11.8～12.4届出
※承諾いただいた方のみ掲載しています。

市民生活課　戸籍係　☎６３－５１１２

地区名 男 女 合計 世帯数
両 津 5,915(-12) 6,429(  -7) 12,344(-19) 5,484(-10) 
相 川 3,010(   3) 3,192(   2) 6,202(    5) 2,924(   5) 
佐和田 4,164(  -9) 4,401(  -2) 8,565(-11) 4,025(  -9) 
金 井 3,069(   0) 3,282(  -8) 6,351(  -8) 2,774(  -6) 
新 穂 1,756(  -9) 1,863(-11) 3,619(-20) 1,645(  -5) 

地区名 男 女 合計 世帯数
畑 野 2,000(    6) 2,220(    4) 4,220( 10) 1,812(    6) 
真 野 2,219(  -7) 2,446(-11) 4,665(-18) 1,858(-10) 
小 木 1,347(    1) 1,387(  -1) 2,734(    0) 1,132(    0) 
羽 茂 1,552(  -4) 1,698(  -2) 3,250(  -6) 1,234(    2) 
赤 泊 1,155(  -6) 1,145(  -4) 2,300(-10) 876(  -5) 

○人口と世帯数　11月30日現在　かっこ内の数値は前月からの増減
佐渡市　男 26,187人（-37人）女 28,063人（-40人）合計 54,250人（-77人）世帯数 23,764世帯（-32世帯）



中央図書館　☎63-2800

図書館だより
　

　各図書館・図書室では、乳幼児などを対象に、おは
なし会イベントを開催しています。親子やきょうだいで
楽しむことができるおはなし会に、ぜひご参加ください。

小さい子ども向けおはなし会

■蔵書点検のため休館します
　蔵書点検期間中は休館します。図書の返却は返却ポストか、他の図書館・図書室にお願いします。
両津図書館　１月21日㈫～24日㈮　　中央図書館　１月28日㈫～２月７日㈮

小木図書館「おはなしのじかん」
日時：１月 23日㈭　午後４時～
中央図書館「はじめまして！おはなしかい」
日時：１月 28日㈫　午前 10時 30分～
さわた図書館「親子で絵本」
日時：２月８日㈯　午前 10時 30分～

真野図書館「本格おりがみ体験」
日時：1月25日㈯　午前9時30分～
新穂図書室「新穂トキめきシネマ」
日時：1月25日㈯　午後2時～
※未就学児を対象にした16ミリフィルム上映会で
す。アニメ「こぎつねコンとこだぬきポン」、「幽霊
屋敷」を上映します。
※イベント情報は、市立図書館ホーム
ページをご覧ください。

イ ベ ン ト 情 報

トキはこれから恋の季節です
　トキは白い羽が徐々に灰色に変わり、これから繁殖期
に入ります。群れを作っていたトキは繁殖の相手を見つけ、
ペアで行動することが多くなっていきます。
　昨年は過去最高となる95羽のトキが巣立ちをしたと推
定され、今年も多くのヒナが生まれることが期待されます。
　そして、トキの生息範囲が広がっていることから、これま
でトキがいなかった場所でも新たに繁殖をすることが考
えられ、皆さまからの目撃情報が貴重な情報となります。
　トキが木の枝や草などを運んでいる、同じ林に頻繁に
出入りしているなどの様子を見かけましたら、お知らせく
ださい。
　トキに関するさまざまな情報は「トキのたより」
のホームページからご覧になれます。

農業政策課　トキ保護係
　☎６３―５１１７

トキ目撃情報フリーダイヤル
　０１２０―９８０―５５１
　繁殖期のトキはとても神経質になりま
す。トキたちを驚かせないよう遠くから
やさしく見守りましょう。

環境省提供

トキ野生復帰にむけて 178
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佐渡市メール配信サービス実施中
火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、イベント・くらしの情報

　アドレス sado@mpx.wagmap.jp に空メールしてください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必
ず「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ　総務課広報戦略室�
　　　　　　　情報政策係　☎６３―５１３９

「友だち追加」待っています！

佐渡市公式LINEアカウント開設
　観光やイベント、文化芸術などの市の情報をお届けします。

アカウント名　佐渡市役所
LINE ID　@ksp2645h
お問い合わせ　�総務課広報戦略室�

広報広聴係　☎６３―５１３９

平
だいら

スキー場 1月11日圡オープン
営業期間　�１月 11日㈯～３月 15日㈰の�

木～日曜日および祝祭日
営業時間　午前９時～午後４時
※積雪等の状況により臨時休業する場合があります。

無料シャトルバスを運行します（土・日曜日、祝日のみ）
　予約制で、無料シャトルバスを運行します。予約は、
利用日前日の午後５時までに新潟交通佐渡観光課（☎
５７―５１３１）にご連絡ください。
※当日席に余裕があれば当日のご利用もできます。

時刻表
金井コミュニティ 

センター発 平スキー場発

午前   ８時 30分 正午
午前 10時 30分 午後１時 30分
午後  ０時 45分 午後４時 15分

お問い合わせ
　平スキー場　☎６３―４０５０（営業日のみ）
　社会教育課　社会教育係　☎５８―７３５６

佐渡の水産物をアピールします

佐渡広域水産業再生委員会ロゴマーク完成！
　佐渡広域水産業再生委員会は、県や市、各漁業協同組合、県漁業協同組合連合会で構成
する組織で、佐渡の水産物の販売促進につなげる活動を行っています。島内の水産業につい
て知ってもらい、佐渡の水産物をアピールするためにロゴマークを作成しました。ロゴマークは、

佐渡産の水産物を島外に発送する際に
箱に張って使用しています。また、加
工品の発送の際にも今後利用するなど、
より有効な活用方法を検討しています。
　昨年11月10日に開催された「佐渡さかなまつり」で、ロ
ゴマークを考案した羽茂高等学校生の本間百夏さん（中央）
に感謝状が贈呈されました。

お問い合わせ
　農林水産課　水産振興係　☎６３―３７６１

新コース
誕生！


